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大学の動き

　受験生のためのオープンキャンパスが８月１１日，

１２日の両日に開催され，高校生，保護者等を含め，

全国各地から２日間で延べ約７千人が参加した。今

回は昨年に引き続き２回目の開催となるもので，本

学の教育研究の紹介及び入試，学生生活，就職など

の各種相談等を通して，受験生に大学情報を発信す

る場であるとともに，受験生がいま何を考え，何に

興味・関心があるのかを知るということでは情報を

受信する場でもある。

　１日目は京都市勧業館「みやこめっせ」を会場と

して，午前中に全体説明会が行われ，午後は相談

コーナーが開設された。全体説明会では尾池和夫副

学長の開会挨拶に続き，長尾　�総長の「京都大学

を目指す諸君へ」と題した講演があり，桂キャンパ

スの展開に至るまでの京都大学の歩みと現状及び２１

世紀における京都大学の目標が語られた。その後，

応援団による軽妙な掛け合いと力強い演舞が披露さ

れ，参加者から盛大な拍手が送られた。最後に在学

生からのメッセージとして，文学研究科修士課程１

回生の山本麻由さんと医学部５回生の川島雅央さん

が，自らの体験を熱く語った。相談コーナーでは教

育研究や入試，学生生活，就職等の相談や質問に教

職員や学生が対応した。　　

　この他，大学キャンパスでは附属図書館見学や基

礎物理学研究所（湯川記念館），人文科学研究所附属

漢字情報研究センター，学術情報メディアセンター

（南館）などを巡るキャンパスツアーが行われ，参

加者に好評であった。

　２日目は大学キャンパスにおいて，学部説明会や

附属図書館，総合博物館の見学が行われた。学部説

明会では，模擬講義や講演，研究室訪問などが催さ

れた。法学部の説明会では，参加者から現在，社会

的に注目を集めている法科大学院について多くの質

問が寄せられた。また，医学部の説明会ではビデオ

による最先端の医学・医療を紹介する講演が行われ，

参加者は熱心に聞き入っていた。

　オープンキャンパス開催中，参加者は，大学構内

を散策したり，カフェレストラン「カンフォーラ」

で食事をするなどして京都大学を満喫した。

受験生のための「京都大学 オープンキャンパス２００３」を開催



京大広報 2003. 9　No. 582

1529

　「２１世紀ＣＯＥプログラム」は，世界最高水準の研

究教育拠点を形成し，研究水準の向上と世界をリー

ドする創造的な人材育成を図ることを目的として，

文部科学省が平成１４年度から開始した事業である。

全国の国公私立大学から申請のあった計画は，日本

学術振興会を中心に運営されている「２１世紀ＣＯＥ

プログラム委員会」において，各拠点の申請内容に

係る研究教育活動のこれまでの実績や拠点を形成す

るための構想・計画等が提出書類及びヒアリングに

よって審査される。

　京都大学では，各部局から計画を提案してもらい，

計画の概要等を聞くためのヒアリングを実施するな

どのプロセスを経て，平成１４年度は，募集のあった

５分野について，１５件の拠点形成計画を文部科学省

へ申請し，５分野１１件の計画が採択された。平成１５

年度は，新たに募集のあった５分野に対して，１５件

の計画を申請し，５分野，１１件が採択された。この

結果本学は，１４年度に採択された１１件と合わせて合

計２２の拠点を有し，全学を挙げて拠点形成計画（５

年間）を推進していくこととなる。

　なお，平成１５年度に募集のあった５分野で採択さ

れた全件数は，５６大学１３３件で，分野別の内訳は，

「医学系」分野２７大学３５件，「数学，物理学，地球

科学」分野１５大学２４件，「機械，土木，建築その他

工学」１８大学２３件，「社会科学」分野１４大学２６件，

「学際，複合，新領域」２１大学２５件となっている。

平成１５年度「２１世紀ＣＯＥプログラム」の採択結果

平成１５年度「２１世紀ＣＯＥプログラム」の分野別採択一覧

拠点リーダープログラム名称申　請　部　局分　科　名分　　野

（医学研究科）
 本庶　　佑

病態解明を目指す基礎医学研究拠点
（多重遺伝子変異モデルによる病態解明）

医学研究科
医学部附属病院

基礎医学
Ｆ－１

医学系

Ｆ
（２）

（医学研究科）
 田中　紘一

融合的移植再生治療を目指す国際
拠点形成

医学研究科
医学部附属病院
再生医科学研究所

外科系臨床医学
Ｆ－２

（数理解析研究所）
 柏原　正樹

先端数学の国際拠点形成と次世代
研究者育成

数理解析研究所
理学研究科

数　学
Ｇ－１

数　学，
物理学，
地球科学

Ｇ
（３）

（理学研究科）
 小山　勝二

物理学の多様性と普遍性の探求拠点
（素核・物性・宇宙を統合して推
　進する研究と教育）

理学研究科
附属天文台
基礎物理学研究所
化学研究所
国際融合創造センター

物理学
Ｇ―２

（理学研究科）
 余田　成男

活地球圏の変動解明
（アジア・オセアニアから世界への発信）

理学研究科
防災研究所
宙空電波科学研究センター

地球惑星科学
Ｇ―３

（工学研究科）
 土屋　和雄

動的機能機械システムの数理モデ
ルと設計論

工学研究科
情報学研究科
国際融合創造センター

機械工学
Ｈ－１

機械，土木，
建築学その他
工学　　　　

Ｈ
（１）

（法学研究科）
 大石　　眞２１世紀型法秩序形成プログラム法学研究科法　学

Ｉ－１
社会科学

Ｉ
（２）

（経済研究所）
 佐和　隆光

先端経済分析のインターフェイス拠点の形成
（理論・応用・政策の創生と融合）

経済研究所
経済学研究科

経済学
Ｉ－２

（化学研究所）
 金久　　實

ゲノム科学の知的情報基盤・研究
拠点形成

化学研究所
薬学研究科
医学部附属病院

ゲノム科学
Ｊ－２学　際，

複　合，
新領域　

　
Ｊ

（３）

（農学研究科）
 清水　　昌

微生物機能の戦略的活用による生
産基盤拠点

農学研究科生物分子科学
Ｊ－３

（人文科学研究所）
 高田　時雄

東アジア世界の人文情報学研究教育拠点
（漢字文化の全き継承と発展のために）

人文科学研究所
人間・環境学研究科
東南アジア研究センター

人文社会情報学
Ｊ－４
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　８月１日，大学院薬学研究科の寄附講座「医薬品

理論設計学講座」が設置されることになった。

　概要は次のとおりである。

　１　部　局　名　薬学研究科

　２　名　　　称　医薬品理論設計学講座

　３　寄　附　者　藤沢薬品工業株式会社

　　　　　　　　　　代表取締役社長　青木　初夫

　４　寄 附 金 額　総額２５０,０００,０００円（分割納付）

　５　設 置 期 間　平成１５年８月～平成２０年７月

 （５年間）

　６　担 当 教 員　

　　　　教 授 相 当　北　浦　和　夫

　　　　助教授相当　中　西　　　功

　　　　助 手 相 当　（公募）　

　７　研 究 目 的

　　　計算化学と構造生物学の融合による理論的分

子設計学研究を行い，医薬品分子設計の新たな

方法論を創出するとともに，実際の医薬品分子

の設計とその創出への応用研究を推進すること

により，迅速かつ効率的な創薬研究法の確立を

目指す。

　８　研 究 内 容　

　　　量子化学計算や分子動力学計算などの理論化

学計算を基盤として，現在問題となっているリ

ガンドの親和性予測における計算精度の向上を

図り，その結果をインシリコ・スクリーニング

などの医薬品探索における計算化学的取り組み

へと応用する。

　９　研 究 課 題　

　　１）リガンドの薬物受容体に対する親和性（活

性値）の予測法の精度が実測値の実験誤差内

に収まるレベルの新たな計算手法の開発を目

指す。

　　２）新たに開発した方法論を実際の創薬ター

ゲットの候補に適用し，構造と活性との相関

を解析しながら，その有用性の検証を行うと

ともに，方法論の改良を図る。

　　３）有効性の検証後，この方法論をさらに別の

新規ターゲットタンパク質に適用し，新規リ

ガンドの探索研究を行う。

寄附講座「医薬品理論設計学講座」の設置

部局の動き
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保健コーナー

みんなで精神保健
　　　　　　　　　　　　　　　　　武本　一美

　近年，科学の興味と関心の

対象が人間の脳に集まり，い

わゆる精神病も，他の身体的

な疾患と同様に脳機能の障害

として生物学的に解明しよう

という試みが続けられている。

解決は，まだ遥か彼方であろ

うが，以前と比べれば，ほの

暗かった精神病という世界の見晴らしが幾分良く

なってきたように思われる。

　このまま脳科学の進歩が続き，やがては精神疾患

も他の身体的疾患と全く同じに扱えるようになるこ

とを期待したいが，なかなかに難しそうである。と

いうのも，精神疾患という概念自体に，文化，倫理，

価値，社会などの様々な文脈が組み込まれているか

らである。たとえ脳の機能が生物学的に完全に解明

されても，精神疾患の特殊性が解消できるかどうか

は，疑問であろう。

　そのような特殊性の一つに，病識の欠如がある。

身体疾患の場合は，手遅れになることはあっても，

痛みや病苦から，いずれは自ら医師の門を叩くこと

になる。また，症状が無くとも，医師から病気であ

ることを告げられたとき，そのことを否定する患者

は稀であろう。つまり，ほとんどの場合，たいした

抵抗も無く治療へ導入できる。ところが，一部の精

神疾患では，自らの疾患を全く認識できなかったり，

「何かおかしい」「苦しい」と感じながらも病気で

はないと考えたりすることがある。個人任せでは，

治療に繋がらない場合がでてくるのである。した

がって，精神疾患においては，周囲のものが異変に

気付いてやることが，どうしても重要になる。精神

保健は，みんなでやらないと効果が期待できないの

である。

　実際上も，一部の精神疾患は元来周囲のものが気

付くようにできているし，周囲のものが手を差し伸

べなければならないようにできている。身体疾患な

ら，人知れず癌になり，人知れず治療を受けるとい

うことも可能であろう。ところが，かなりの精神疾

患は，人間関係の中で異常が明らかになる。哲学的

には難しい問題を含むのかもしれないが，例えば，

一人で下宿にいるときだけ異常な行動をとり，人前

では全く正常に振舞える学生がいたとすると，この

学生は正常であると言うしかないのである。よって，

一部とはいえ，ある精神疾患の病名がつく場合には，

周囲の誰かが既にその人の異常に気付いてるのであ

る。

　では，ある人の異常に気付きながら，全員がその

人を放置しておくことが出きるだろうか？多分，で

きないだろうと思う。何とかして治療に結び付けて

あげられればと感じるのが，自然だろう。私自身も，

友人を救おうと奔走し，大学の保健診療所にやって

くる学生たちに何度も会った。このようにして，精

神疾患は誰にとっても他人事ではなくなるのである。

　隣人愛の問題を離れても，組織の管理者にとって，

精神保健は他人事ではなくなりつつある。社会状況

の変化は，はっきり目には見えないにしろ急速であ

る。以前は，全く個人の問題だと考えられていた精

神疾患や自殺が，組織の責任に帰されるようになっ

てきた。それ自体は喜ばしい変化なのかもしれない

が，そうした責任関係が制度化されると，後は機械

的な運用になってしまう。例えば，残業時間がある

規定以上の状態で病気になったら，その病気と業務

の関係が薄くとも自動的に労災認定がなされている。

制度とは，一つの思考停止状態であるのだろう。

ニュース等で御存知のように，ある自殺の事例に，

労災認定がおり，１億６千８００万円の賠償金が支払わ

れた。賠償金がこれだけになると，普通の中小企業

は，倒産するだろう。来年から独立法人化するらし

いが，我が京都大学は大丈夫であろうか？これが，

現在多くの組織の管理者が，精神保健に意を注いで

いる所以である。

　では，みんなでどのような精神保健を実践して行

けば良いだろうか？治療は，我々精神科医が責任を

持って行なうとして，みなさんには，精神保健のた

めに，何をどのようにご協力いただけばよいだろう

か？それは，・・・肝心の所で紙数が尽きてしまった。

（たけもと　かずみ　保健管理センター講師　専門

は精神医学）
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寸言

知の創造拠点
 領木　新一郎

　昨年，京都大学法学部の卒

業生で組織されている「有信

会」が全国組織の同窓会とし

て発足することになり，僭越

ながら私が，その初代会長を

仰せつかった。

　有信会は１９２１年に創設され，

爾来８０年以上にわたり，卒業生・教官・学生が互い

に親しみ，信頼を深める，まさに“朋友信有る団体”

として，有信会誌の発行や汎有信会大会の開催など

行なってきた。国立大学法人法のもとで，来年度か

らは京都大学も法人化される。また，法学部では法

科大学院が開設される。大きな変革期を迎え，母校

は一段と厳しい大学間競争のもとにおかれることに

なる。法学部同窓生としても，学外から母校の発展

を支援したいものである。まず卒業生に対する大学

の近況等の情報発信を強化し，大学関係者と卒業生

の交流を促進するなど，有信会の基盤を充実させて

いきたいと考えている。

　さて，国立大学法人化の狙いは，大学の主体性を

確立しつつ，社会との連携を深めようとするところ

にある。本来の役割である教育・研究を踏まえて，

社会貢献をどのように実現していくかが大きい課題

となる。もとより社会との関わりは基本的なことだ

が，それを法人化のなかでどのように実現するかが

大切となる。

　確かに大学は「大学の自治」の名にかくれて“象

牙の塔”にこもり，社会に何らの成果も還元せず，

一人よがりの教育や研究に時間と税金を費消してい

るようでは“大学のエゴ”と非難されても然るべき

であろう。しかし，大学が，例えば企業や産業界の

ニーズに迎合する余り，短期的に成果のあがる研究

や儲かる研究にのみ取り組むようになっては，大学

の研究レベルの質の低下を招いたり，大学そのもの

の存在意義さえ失い兼ねないと思う。大学が果たす

べき真の社会貢献とは一体何なのかを，今一度，

しっかりと考えておく必要がある。

　私は，大学は“目先の社会貢献”のみにこだわる

のでなく，あくまで基礎研究のような長期的視点に

立った研究活動に邁進する「知の創造拠点」であっ

て欲しいと願う。企業は採算の合うものしかやらな

いし，目先のものしかできない。企業でこなせない

基礎研究や純粋学問を追求する―「知の創造拠点」

であることこそ，大学が負うべき社会貢献の分野と

も言えよう。とりわけ，京都大学のような言わば

“研究型大学”においては，長期的視点からの基礎

研究を重視し，そのような活動から，日本の産業の

みならず，国際社会や人類の発展に資する大きな成

果が生み出されることが期待されるのではないだろ

うか。

　昨年，ノーベル賞を受賞された小柴昌俊先生がカ

ミオカンデで成果を得るのには，２０年以上の歳月が

かかったと聞く。田中耕一さんも，長年にわたる試

行錯誤の積み重ねから独創的な発見につながった。

お二方の業績は基礎研究で育まれたものであるが，

基礎研究においては，真に発見・開発という創造的

成果が生まれるまでに，かなりの年数を必要とする。

国立大学も昨今は，法人化を控えているためか，す

ぐに成果の出ない基礎研究の重要性を主張する声が

弱くなったように思える。我々産業界も，短期的な

成果や効率性だけで大学の研究を判断するのではな

く，長い目で大学を支援していく姿勢が肝要と思う。

　京都大学は，これからも，持ち前の自由闊達な学

風と，基礎研究や真理探究を重んじる伝統を失うこ

となく，新しい時代を切り拓く“知の創造”に励ん

でいただきたいと願っている。

（りょうき　しんいちろう　大阪ガス株式会社相談

役　昭和２９年法学部卒業）
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新しい法曹養成制度の中での
　法科大学院とこれからの法学教育
 名誉教授　奥田　昌道

　近時急ピッチで進められた

司法制度改革の中での法科大

学院構想は，これまでの大学

法学部および法学教育にとっ

て，その在り方を根底から揺

るがすほどの大変革を迫るも

のと言ってよいであろう。こ

れまで法学部において六法科目を担当する教員は解

決しがたいジレンマに悩み続けてきた。それは法学

部における法学教育の目標をどこに設定すればよい

のかという点であった。法学部は法曹養成を直接の

目的とする教育機関ではなく，法曹志望者を含みつ

つ法曹以外の分野に進みたい人たちをも対象として，

いわばジェネラリストを育む場として，広く法学お

よび政治学を履修させることを目的としてきた。法

曹志望者にとっての難関は言うまでもなく司法試験

であるが，法学部の授業は司法試験合格を目的とは

していない。六法科目の中でも量的にも質的にも難

度の高い民法について言えば，私が携わった長年の

経験からしても，司法試験を目指す学生たちに照準

を定めた授業をすれば，それ以外の学生はついてき

てくれないし，多数の学生がついてきてくれるよう

な授業であれば司法試験受験者層には不満が残ると

いう有様であった。さらに，大学での授業の質や程

度の如何にかかわらず，司法試験受験予備校に通わ

なければ合格は困難だという風潮が蔓延し，学生の

大学離れが急速に進んだ。予備校では，いかに効率

よく最短距離で合格できるかの知恵や受験技術を教

える反面，原理原則を重んじ根本からじっくりと法

的問題を考え，多様なものの見方，柔軟な法的思考

力を養うといった法学教育の中で最も大切にしなけ

ればならない要素が受験には有害なものとして切り

捨てられる。わが国の法曹人口が先進諸国のそれに

比べて著しく少ないことは，共通の認識となっては

いるものの，上に述べた状況のもとで，ただ司法試

験の合格者を増やし，司法研修所の収容能力を最大

限に拡大することによって法曹人口増への要請に応

ずることは適切な解決策とは成り得ない。

　司法制度改革の中の重要な柱として，新しい法曹

養成制度の中に位置付けられた法科大学院は，法曹

養成に特化した実践的な教育を行う大学院として司

法制度改革審議会によって提言されたものであり，

これを受けた「法科大学院の教育と司法試験等との

連携等に関する法律」によれば，法科大学院は法曹

養成のための中核的な教育機関とされ，少人数によ

る密度の高い授業により，将来の法曹としての実務

に必要な学識およびその応用能力並びに法律に関す

る実務の基礎的素養を涵養するための理論的かつ実

践的な教育を体系的に実施するものとされている。

かくして先に述べた六法科目担当教員の抱えていた

ジレンマは解消されることとなるのであるが，それ

では従来の法学部とそこでの法学教育はどうなるの

であろうか。法科大学院の発足当初においては，法

学部の出身者とそれ以外の者（法学未修者）との比

率は概ね２対１くらいが望ましいとされているが，

将来的には法学部は廃止して法科大学院は法学未修

者によって占められるのが望ましいとする意見も散

見される。

　法科大学院の創設により，法科大学院と法学部に

おける法学教育との役割分担は当然に要請され，法

学部における法学教育の在り方（年限も含めて）が

検討されるべきは当然であるが，法曹以外の有為の

人材を社会に輩出してきた法学部の役割と存在理由

は決して過小評価されてはならないと私は考えてい

る。法曹養成を目的とし，かつ理論と実務との架橋

を目指す法科大学院の創設を新しい試みとして積極

的に評価するとともに，新しい法学部の在り方を模

索し，両者が共存共栄しうる道を見出してほしいも

のと切望する次第である。

（おくだ　まさみち　元法学研究科教授　平成８年

退官，専門は民法）

随想
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京大に京舞が来た日
 名誉教授　齋藤　久美子

　臨床心理学専攻の私は，心

と心の相互作用の問題に今尚

実践的に取り組んでいますが，

よくわからないことや不思議

なことが多く，容易な課題で

はありません。いつどういう

ことに出くわすかわからず，

何に傷ついたり，また感動したり支えられたりする

か，偶発性や意外性だらけの心だけに。

　私はまだ女子学生がほんの一握りしか居ない頃の

京大生でした。自分ではそのことを格別意識してい

なかった筈が，どうやら勝手の違う，居心地の定ま

らない場に居る思いがどこかにあったのか，ほんと

うはあまり落ち着かない心地でいたかと思います。

すべては後で思い至ることなのですが，まず一つ，

入学当初に京大時計台玄関の上に刻んである，モダ

ンな飛天彫像を見た時の何とも言えない安堵が思い

出されます。流麗に飛翔する女性像に，一瞬にして

こちらの心がうるおい，解放される気分になりまし

た。おかしなことに，「京大ってきっと乙ないい所

なんだ！」というふうに，思いが早速汎化して勝手

に嬉しくなっていたのを思い出します。

　明るくてきれいだった高校の校舎とは違う，どこ

となく殺風景で重々しい空間に違和感があって，何

か自分とシンクロするものを探していたのかも知れ

ません。

　そしてもう一つ，二回生の頃に法経大教室で行わ

れた京舞の催しがありました。舞手は四世井上流家

元の井上八千代（現在井上愛子）で演目は「海士」，

確か開演の辞は多田道太郎先生が述べられたように

記憶します。通りすがりにもらった整理券を持って

大教室に入ると，教壇に金屏風でにわか舞台が設け

られ，囃子方の席の具合が記憶にないのですが，ま

さかテープ演奏ではなかったと思います。とにかく

舞台は控え目でかわいらしく，大教室とは釣り合い

ようもないものでした。そして，小柄な舞主が左手

に現れました。彼女がチグハグな場の様子には何の

頓着もなく，すべてあたり前のように，いきなり舞

の世界の真只中の存在として立ち現れたのには目を

奪われました。この瞬間に教室はもはや教室ではな

くなったと思います。「海士」には厳しく激しい内容

が盛り込まれており，女性が強い生命力を発揮して

ひたむきに難関に立ち向かうテーマのものながら，

鍛え抜かれたアクロバティックな技芸にも力みはな

く，自然な柔らかさが生地になって全体を貫いてい

るのが何とも印象的でした。

　観客に見せるという姿勢とは異質の，何と言うか，

舞の世界の本源の方にぐっと引いた位置から発して

いるような一つ一つの動きは，観客への強要や迎合

とは無縁の，自然な解放の効果を生んでいました。

「私はこのように舞い遊んでいるところですが，皆

さんはどうぞご随意に」と言うところでしょうか。

勿論ほどほどをやっているのではなく，大へんな集

中力で，振りの一つ一つに舞の世界の真情が刻み込

まれて行くものでしたが，その密度は人を圧迫した

りはせず，逆に私の心身の隅々までを深呼吸させて

くれるように感じられて，本当に不思議でした。生

命力に満ちた大らかな自然，そこから湧き出る瑞々

しい一瞬一瞬を忘れることはないと思います。

　思わず長々と言葉を連ねてしまいましたが，この

舞の精のような存在は，体感的に私の中に残り続け

ており，専門領域の仕事においても，人と人の通い

合いや響き合いについて貴重な問いを投げかけ続け

てくれています。

　「自由な学風」の京大が，よく唱われてきましたが，

“放ったらかし”の代名詞のようなこの言い方も，

本当のところは，この舞のような，磨き抜かれた自

由，また容量の大きい自然な自律性のことをメッ

セージしようとしたのではなかったのか，そんな風

にも思えてくるのです。

　（さいとう　くみこ　元教育学研究科教授，平成

１１年退官，専門は臨床心理学）
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その土地ならではの人と文献，
　そして・・・
 　木津　祐子

　飛行機が着陸態勢に入ると，

「まっ青」などの言葉では言

い尽くせない珊瑚の海が目に

飛び込んでくる。滑走路脇の

風に揺れるデイゴの枝を眺め

ながらタラップを降りると，

強烈な既視感に襲われた。台

北，泉州，昆明……，ここは

どこだろう？ぼんやり考えているうちに，もう身は

南国の空気の中。石垣島との最初の出会いである。

　石垣島には，四年間，夏休みや春休みを使って通

い続けている。琉球における官話（明清期の中国で

役人や商人が用いていた一種の共通語）使用に関す

る調査の一環で，石垣市立八重山博物館に所蔵され

る官話教科書『白姓』の写本二種を閲覧するのが最

初の目的であった。ちなみに『白姓』とは，十八世

紀中葉に漂着した中国山東省の商人白世�と琉球久

米村通事との会話記録，京大にも別系統の写本はあ

るが，どこで筆写されたものかわからない。一方，

八重山博物館のそれは，筆写された場所にそのまま

残る貴重なテキストである。それを現地で読んでみ

たい。これが訪問の第一の動機であった。

　かつて琉球王国には，久米村士族（クニンダー）

という対中国外交を専門に扱う職掌集団があった。

これは明の洪武帝が，琉球外交の水先案内として福

建から琉球に移住させたと伝えられる「�人三十六

姓」にルーツをもつ（但し，琉球人を久米村籍へ編

入する政策も何度かとられている）。彼らは正規の

通訳として中国福州や北京に赴く以外に，語学留学

の為だけに福州に滞在することもあって，各種の官

話教科書を独自に編纂していた。残念なことに太平

洋戦争末期の猛烈な地上砲撃によって，那覇に残さ

れていたテキストは多くの尊い人命とともに灰燼に

帰してしまったのだが，琉球の他の島には，それら

の写本の一部が今に伝わっている。特に，中国福建

との航路を行き交う朝貢船や册封船が寄港し，また

東アジア各地の船がしばしば漂着した八重山では，

官話学習が広く奨励され，久米村への内地留学も行

われていた。『白姓』などの久米村の官話教科書や外

交ハンドブックの類が筆写され伝わったのも，その

ためであった。 

　さて，念願の『白姓』の新旧二種の写本を閲覧し

ていた時のこと，光緒四年（１８７８年）の日付けをも

つ数枚綴じの札記が，写本とともに出て来た。「官

話」と表題がつけられたその札記は学習の為の覚え

書きで，作成者は松茂氏當能，八重山博物館蔵『白

姓』の一本を同治十三年（１８７４年）に筆写した人物

である。そこに，大きな字で「学生痴長十五歳（私

めは十五歳になります）」という『白姓』の一フレー

ズが書き付けられているのが目にとまった。

　この當能が官話を学びはじめたきっかけに興味を

覚え，やはり博物館に所蔵される『松茂氏系圖家譜』

に當能の記録を探ってみると，彼が元服後最初に就

いた任務が，石垣島に漂着した中国商人の身辺の世

話であったことが判明した。彼が十五歳の時のこと

である。そしてそのことが，當能を官話学習に向か

わせた。「官話」の札記を作った時にはすでに壮年に

近づいていた當能が，もはや使いようのない「私は

十五歳です」という中国語を書き留めている。中国

人の側にいながらも，思うように会話を交せなかっ

た十五歳の當能少年が，私には一瞬そこに立ち現れ

たかのように思われた。

　ある文献から他の文献へ，あたかも人と人との繋

がりのように書物の連鎖が起こる，これは文献渉猟

の大きな喜びの一つである。特に地域との結びつき

が強い資料では，現地で資料を手に取ると，文字が

まるで生き物のように動き始め，見えない力で書物

に引き寄せられることがある。このドキドキする楽

しみを一度知ると，もう止まらない。文献はできる

ことなら書かれた土地で読みたいと日頃から思い，

いま沖縄に通うのも，このような禁断の果実の味を

知ってしまったからに他ならない。ちなみに，私は

その後八重山士族の家譜に記された官話記事を調査

することになるが，これも當能少年と遭遇したお蔭

であろうか。

　果実と言うと，博物館でおやつに頂戴したドラゴ

ンフルーツはおいしかった。えんじ色の皮の弾力と

果肉のみずみずしさが素晴らしい。つややかなゴー

ヤーの甘い苦みも大きな驚きであった。その土地な

らではの食べ物のおいしさ，これももしかすると石

垣島へ通う理由の一つかもしれない。

洛書

 （きづ　ゆうこ　文学研究科助教授）
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大学職員のアメリカ滞在記
 内海　知子

　私は文部科学省国際教育交流担当職員長期研修プ

ログラムに参加する機会を得，昨年６月より約１年

間アメリカで過ごすことができました。この研修は

英語力向上とアメリカの大学における国際交流事業

について学ぶことを目的に，全国の国立大学・研究

所から職員が参加します。昨年度参加者は１３名でし

た。前半６月から１２月までは１３名全員でモンタナ州

立大学において，語学研修とアメリカ高等教育

機関・教育制度について講義を受けました。後

半１月から５月までは１３名が全米各地の大学の

Study Abroad Office 等でインターンを行いました。

私は京都大学と協定校であるイリノイ大学アーバ

ナ・シャンペーン校にて後半を過ごしました。

　ア メ リ カ 北 西 部 に あ る モ ン タ ナ は 別 名 

Big Sky Country とも呼ばれており，その名のとお

りどこまでも続く青い空とロッキー山脈に囲まれた

ボーズマンにモンタナ州立大学があります。ボーズ

マンは人口約３万人，学生数が約１１，０００人という小

さな大学町です。留学生は約３００名在籍しています。

その小さな大学町ですが，留学生に対するサービス

は学ぶべきものがありました。その１つがボラン

ティアの存在です。ある人は留学生のために様々な

アクティビティを企画したり，また週に一度コー

ヒーアワーを開催してくれました。このコーヒーア

ワーというのは，留学生とアメリカ人の学生がお茶

を飲みながらおしゃべりをする会です。まだ英語が

上手でない私にとって，アメリカ人の学生と友達に

なるのはなかなか大変です。そんな留学生のために

「カンバセーションパートナー」という制度があり

ました。これは自分の年齢や趣味などの希望を書い

て提出すると，その趣味や年齢にあったネイティブ

のパートナーを見つけてくれ，１週間に一度お茶を

飲んだり，遊びに行ったりします。恋の話，宗教の

話などアメリカ人学生の話を聞ける貴重な体験でし

た。外国で一人暮らす留学生にとって孤独をどのよ

うに克服していくのかが大事です。アメリカでは前

述のように留学生のためにボランティアをしてくだ

さる人がいます。こういう人たちによって留学生は

支えられているんだということをモンタナでは学び

ました。

　後半イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校は大

学の雰囲気がモンタナとがらりと変わりました。山

はなく一面とうもろこし畑。五大湖からの寒風が吹

き荒れ，マイナス１０度の世界を体験しました。イリ

ノイ大学は学生数約３５，０００人，そのうち留学生が約

４，５００人とアメリカでも大変大きな大学です。私は

Study Abroad Office でサマープログラムのお手伝

いをしました。ただインターン以外にも様々なオ

フィスにインタビューする機会があり，私はイリノ

イ大学でアメリカが抱える問題を垣間見ることとな

りました。アメリカはテロ以降国際交流が大事であ

るという認識が高まったそうです。ただその反面ビ

ザ取得が以前より困難になる等留学生に対して厳し

くなってます。現にイリノイ大学にも，いったんア

メリカを出国するとビザが取得できず，アメリカに

戻ってこれない留学生が数名いました。アメリカは

世界中から人が集まるインターナショナルな国と

思っていた私は大変驚きました。しかし学ぶべきこ

ともたくさんありました。まずは配偶者に対するケ

アです。アメリカの大学院に留学する学生のほとん

どが結婚しており，配偶者を伴って渡米してきます。

イリノイ大学では配偶者のためのオリエンテーショ

ン，また１ヶ月に一度コーヒーアワーが開催され，

文化交流

モンタナのホストファミリーと
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配偶者が守るべきビザ等の法律的な知識を教えたり，

様々な悩みを聞く機会を設けていました。またボラ

ンティアで配偶者のために英語を教えてくれる団体

をサポートし，授業を行うための場所を提供してい

ました。このようにイリノイ大学ではボランティア

団体とうまく連携し，配偶者の方が孤独にならない

よういろいろな取り組みが行われてました。次に留

学生に対するケアについてですが，イリノイ大学に

は Buddy Program というプログラムがあります。

これは留学から帰ってきた学生とイリノイ大学の留

学生を引き合わせるプログラムです。これは帰国し

留学先の言葉を忘れてしまうと不安になっているイ

リノイ大学の学生とアメリカに来て大変な留学生双

方にメリットがあるとのことでした。この他にも

Student Diploma といい学生がスケート・飲み会等

留学生のために企画・実行するという制度もありま

した。このように私は普通の留学では体験できない

アメリカにおける留学生を取り巻く環境，そして留

学生・またその配偶者の方のためのサポートシステ

ムを学ぶことができました。

　私はアメリカの大学が絶対いいとは言いません。

ただ日本の大学が見習わなければならないことが

多々あると思います。今はアメリカで学んだことを

少しでも還元できるよう頑張りたいと思ってます。

最後にこの貴重な機会を与えてくださった京都大学

に本当に感謝しております。

 （うつみ　ともこ　研究協力部国際交流課職員）

イリノイ大学キャンパス。ペリー来航１５０周年を記念し
て行われた Japan Night にて浴衣を着て花笠音頭を踊る。

日誌 2003.6.1 ～ 7.31

６月３日　評議会

　　　　　大学院審議会

　　５日　人権問題対策委員会

　　９日　学生部委員会

　　１０日　セクシャルハラスメント窓口相談員

　　　　　のための研修会

　　１３日　入学者選抜方法研究委員会

　　１７日　創立記念行事音楽会

　　１８日　創立記念式

　　　　　名誉教授懇談会

　　　　　国際交流委員会

　　2０日　同和・人権問題委員会

　　2４日　評議会

　　　　　大学院審議会

　　2７日　スウェーデン大使館 Lennart Stenberg

　　　　　科学技術参事官来学，総長他と懇談

７月１日　保健安全関係委員会委員長懇談会

　　８日　評議会

　　　　　大学院審議会

　　１４日　学生部委員会

　　１６日　国際交流委員会

　　２２日　評議会

　　　　　大学評価委員会

　　　　　大学入試センター試験実施委員会

　　２５日　運営諮問会議

　　３０日　附属図書館商議会

　　　　　環境保全委員会
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話題

高等教育研究開発推進機構，高等教育研究開発推進センター
及び全学共通教育棟の披露式の開催

　本年４月に発足した高等教育研究開発推進機構及

び高等教育研究開発推進センターの披露式が，８月

１２日（火）に，長尾　�総長，尾池和夫副学長，金

田章裕副学長，塩田浩平総長補佐，西本清一総長補

佐，本間政雄事務局長をはじめ部局長及び学内関係

者の多数の出席を得て，本年３月に完成した全学共

通教育棟の披露式と併せて，全学共通教育棟地階

ホールにおいて開催された。

　披露式では，赤岡　功初代機構長の挨拶に始まり，

長尾総長の全学共通教育の重要性及び機構への期待，

金田副学長の総合人間学部構内を「吉田南構内」へ

と名称変更された経緯・由来等を交えた挨拶が，そ

れぞれ行われた。

　引き続き，全学共通教育棟地階ホールに上掲され

た長尾総長による揮毫「不如學（まなぶにしかず）」

のレプリカの除幕式が執り行われ，長尾総長から揮

毫するに至った経緯等の説明があった。

　その後，全学共通教育棟の見学会があり，「不如

學」のオリジナルが上掲されている機構長室，ＬＬ

教室，授業準備室，リフレッシュコーナー等が，出

席者へ披露された。

　これらの披露式終了後，吉田南構内の生協吉田食

堂において披露パーティーが催され，尾池副学長の

機構への要望等を交えた祝辞に続いて，本間事務局

長による乾杯の発声の後，終始和やかに関係者によ

る懇談が行われた。

　７月３日（木）午後１時半から，農学部総合館

W１００講義室において，国際融合創造センター主催

による田中耕一氏（２００２年ノーベル化学賞受賞者，

株式会社島津製作所フェロー，同センター客員教

授）の特別講義「ソフトレーザー脱離イオン化の起

源と発展」が行われた。松重和美同センター長並び

に長尾　�総長の挨拶の後，１時間半にわたる講義

を本学教職員及び学生約３６０人が熱心に受講した。

田中耕一氏特別講義の開催

機構長室に掲げられた「不如學」
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　同氏は，ノーベル賞受賞の対象となった質量分析

における高分子のレーザー脱離イオン化法について

詳細に解説するとともに，画期的な発見をするため

には偶然起こったことを見逃さないこと，研究開発

には０を１にする段階だけでなく，１を１，０００にす

る段階とそれらを達成するためのチームワーク，す

べてが大事であることを強調した。講義終了後，受

講者との質疑応答も行われた。同講義の映像は学内

LAN を通じて中継され，講義室外でも約３６０名が受

講した。

　遠山敦子文部科学大臣は８月７日（木）に本学を

訪問し，長尾　�総長ら本学関係者と懇談するとと

もに，現在，建設が進められ，一部の建物が完成し

移転が始まった桂キャンパスを視察した。

　遠山大臣は，長尾総長から，この新キャンパスが

目指すものは，「技術」，「地域」，「自然」が高度に

融合・交流し，２１世紀において工学研究科，情報学

研究科が要請される諸課題に応え得る環境を創造す

ること，即ち Technology と Science が融合する『テ

クノサイエンス・ヒル』の形成であるとの説明を受

けた。

　懇談後，遠山大臣は西本清一総長補佐らの案内で，

移転が完了し研究活動を始めている A クラスター

（電気系，化学系）の研究室，共同機器分析室，EM

センター管理室などを精力的に視察した。研究室の

実験ラボでは，実験中の大学院生の説明に対して専

門的な質問をするなど熱心に聞き入っていた。

　また，高台にあり京都市内が一望できる B クラス

ターの事務管理棟３階の「桂ラウンジ」では，辻　

文三工学研究科長らから，同キャンパスの模型を見

ながら，現在の工事の進捗，移転状況等の説明を受

けた。

　この後，桂インテックセンターを訪れ，音響実験

のためのテクノメディア無響室やシステムシミュ

レーションラボをまわり，担当教官から構造物破壊

実験の概要等の説明を受けた。

遠山敦子文部科学大臣が桂キャンパスを視察

桂インテックセンターで研究概要の説明を受ける
遠山大臣

工事の進捗状況の説明を受ける遠山大臣
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細田博之科学技術政策担当大臣が吉田キャンパスを訪問

　細田博之科学技術政策担当大臣が８月２７日（水）

に吉田キャンパスを訪問し，本学施設を視察した。

　細田大臣は，長尾　�総長，佐々木丞平附属図書

館長，松重和美国際融合創造センター長，本間政雄

事務局長から本学の先端領域的研究，次世代技術開

発，産学共同研究の取り組み状況，総合博物館の研

究標本や附属図書館（電子図書館）における貴重資

料映像等のデータベース化などについて説明を受け

た後，産学協同や我が国の図書館や公文書館の連携

協力の在り方について意見交換を行った。

　懇談後，細田大臣は長尾総長らの案内で附属図書

館を訪れ，同館が所蔵する「今昔物語（国宝）」，「万

葉集（重文）」，「お伽草子」を視察。佐々木附属図

書館長から各資料について説明を受けるとともに，

その保存の良さや色の美しさに感心し，保存や修復

方法などについても詳しい説明を受けた。

　この後，細田大臣は，再生医科学研究所を訪問し，

中辻憲夫所長から「ヒトＥＳ細胞」の樹立に国内で

初めて成功したこと，このＥＳ細胞を全国の研究者

に無償で提供することにより再生医療，難病治療へ

の研究が大きく進展することなどについて説明を受

けた。また，中辻所長の案内で実験室を視察し，樹

立された「ヒトＥＳ細胞」を電子顕微鏡で確認した

細田大臣は，今後の研究の進展に大いに期待すると

述べた。

｢ 今昔物語 ｣について説明を受ける細田大臣

電子顕微鏡でＥＳ細胞を確認する細田大臣

　京 都 大 学 で は，ア メ リ カ UCLA と 協 力 し，

JUSPS'０３国際シンポジウムを２００３年７月３日，４日

に実施した。本シンポジウムは宙空電波科学研究セ

ンター松本　紘教授と UCLA Tatsuo Itoh 教授が中

心となり，日米の情報交換を目的に行われたもので

ある。このシンポジウムはこれまで本研究センター

が実施してきた京都大学 SPS シンポジウムの第３

回目を兼ねており，宇宙太陽発電所 SPS 及びその基

幹技術であるマイクロ波エネルギー伝送技術に関す

るものである。当日は長尾　�総長はじめ，間宮馨

文部科学審議官，茅陽一東京大学名誉教授以下，日

米１３６名の参加があり，２日間で State-of-the-Art 

2003 Japan-United States Joint Workshop on Space Solar Power System (JUSPS'03)

長尾　�総長
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Reviews ２件，口頭発表２０件，ポスター発表１７件

（うち４件展示）の発表が行われた。参加者のうち

学生は４１名を越え，次世代を担う研究者の教育効果

も大きいものであった。

　本学からは工学研究科，理学研究科，情報学研究

科，農学研究科，エネルギー科学研究科，木質科学

研究所，エネルギー理工学研究所，経済研究所等の

参加を得た。本シンポジウムは京都大学他，アメリ

カの NSF（National Science Foundation），京都大学

２１世紀 COE「環境調和型エネルギーの研究教育拠点

形成」の支援を受け，実施されたものである。現在，

日米で SPS の研究機運が高まっており，発表された

内容に対し盛んな質問，討論がなされ，研究者の関

心の高さを実感した。今後は日米の協力体制を維持，

発展していくことを目指し，研究者間，大学間の連

携を深めていくことが合意された。

JUSPS ホームページ : 

 http://www.kurasc.kyoto-u.ac.jp/jusps/

原子炉実験所が臨界集合体実験装置（ＫＵＣＡ）を用いた
韓国の学生のための実習を実施

　原子炉実験所と韓国の慶�（キョンヒー）大學校

との学術交流協定を締結したことに基づき，７月２８

日から８月９日の約２週間，韓国の原子力関連学科

に所属する４回生（学生１３名，引率教官２名）を対

象とした初めての学生実習を原子炉実験所の臨界集

合体実験装置（ＫＵＣＡ）を用いて行った。

　実習内容はこれまで本学の４回生を対象として

行ってきたものとほぼ同じで，臨界近接実験など原

子炉物理学に関する基礎実験と原子炉の運転実習等

である。英語による保安教育や実験内容の講義等を

行った後に実験を行った。ほとんどの学生にとって

初めての海外生活で，しかも英語での講義であった

ため最初はかなり緊張していたが，次第に実験にも

慣れてきて全員実験レポートを提出して無事に終了

した。

　今回，短期間の交流ではあったが，参加した学生

からは，実験のみでなく教官との意見交換を通じて，

互いに近い文化の一端にも触れることができ，大変

有意義であったとの感想が述べられていた。

　また，同行した政府関係者から，この学生実習を

来年度以降も引き続き受け入れてほしいとの要請が

あり，本実験所としても更に充実・発展させる意向

であることを表明した。

会場の様子

間宮　馨文部科学審議官
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　このたび， 水  野  政  夫 名誉教授， 合  田  　健名 誉教授， 並  河  　澄名 誉教授， 塹  江  誠  夫 名誉教授， 安  藤  貞  一 名誉教
みず の まさ お ごう だ たけし なみ かわ きよし ほり え のぶ お あん どう てい いち

授，�
は

    田  　宏名 誉教授が逝去されました。
だ ひろし

　ここに，謹んで哀悼の意を表します。

　以下に各名誉教授の略歴，業績等を紹介します。

訃報

水野　政夫　名誉教授

　水野政夫先生は，６月２４日

逝去された。享年７９。

　先生は，昭和２１年大阪帝国

大学工学部冶金学科を卒業後，

大阪大学講師および同大学助

教授を経て，同３９年京都大学

工学部教授に就任，溶接工学講座を担任された。昭

和６２年に停年により退官され，京都大学名誉教授の

称号を受けられた。

　本学退官後は，昭和６３年より平成４年まで京都職

業能力開発短期大学校長を務められた。

　先生は，溶接の基礎研究に一貫して携わられ，そ

の中でもアルミニウム合金構造物の溶接に関しては

草分け的な存在であり，この分野で数多くの研究業

績を挙げられた。特にアルミニウム合金の溶接部の

気孔の評価法を確立され，その発生機構を解明され

た業績は世界的な評価を得ている。

　また，溶接学会理事，軽金属学会理事，日本金属

学会評議員，同学会関西支部理事等の学協会の要職

を歴任されただけではなく，溶接技術検定委員とし

て溶接技術の資格認定や雇用促進についても社会的

貢献をされた。

　これらの一連の研究教育活動，学会活動により，

昭和６２年に藍綬褒章，平成１２年には勲三等旭日中綬

章を受けられた。

 （大学院工学研究科）

合田　健　名誉教授

　合田　健先生は，７月７日

逝去された。享年７７。

　先生は，昭和２２年京都帝国

大学工学部土木工学科を卒業，

同大学工学部講師，助教授を

経て，同３５年教授に就任，同

５０年までの間，工学部衛生工学科衛生工学講座，水

道工学講座および水質工学講座を担任された。昭和

５０年４月環境庁国立公害研究所水質土壌環境部長に

転出後は，厚生省国立公衆衛生院衛生工学部長，摂

南大学教授・工学部長および立命館大学教授を務め

られた。この間，平成元年に京都大学名誉教授の称

号を受けられた。

　先生は，水質工学の分野，特に水道施設の水理と

水質，河川・湖沼の水質特性と予測，下廃水処理，

環境過程の熱力学的特性などに関する研究で多くの

業績を挙げられ，「水質工学」などの著書を出版され

た。これらは水質工学を体系づけるものとして高く

評価されている。また，土木学会環境工学委員長，

水質汚濁研究協会会長，瀬戸内海研究会議会長，国

際湖沼環境委員会副理事長，国際エメックスセン

ター科学政策委員会委員長などを歴任された。

 （大学院工学研究科）
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並河　澄　名誉教授

　並河　澄先生は，７月１２日

逝去された。享年７２。

　先生は，昭和２８年京都大学

農学部農学科を卒業，同大学

農学部助手，講師，助教授を

経て同４８年教授に就任，家畜

育種学講座を担任された。昭和６３年に退官され，京

都大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和

５５年３月から同５９年２月まで附属牧場長として，大

学の管理運営に貢献された。

　本学退官後は，昭和６３年４月から平成９年６月ま

で�全国和牛登録協会専務理事，会長を務められた。

　先生は肉牛生産，なかでも産肉生理に関する研究

において優れた研究業績を残され，その発展に寄与

されるとともに，畜産学の分野において多大の貢献

をされた。

　また，農林水産省畜産振興審議会，日本食肉格付

協会牛枝肉部分肉部会，家畜改良事業団改良委員会，

日本畜産学会関西支部などにおいて特別委員，部会

長，委員，副支部長等の要職を歴任された。

 （大学院農学研究科）

塹江　誠夫　名誉教授

　塹江誠夫先生は，７月２４日

逝去された。享年８７。

　先生は，昭和１４年京都帝国

大学理学部数学科を卒業後，

旧関東州の公立学校教諭，旅

順工科大学予科教授，帰国後

九州帝国大学工学部助教授，京都大学吉田分校助教

授を経て，同３５年教授に就任された。同５５年停年に

より退官され，京都大学名誉教授の称号を受けられ

た。

　本学退官後は，昭和５５年から同５７年まで甲南大学

教授，その後同６３年まで岡山理科大学教授として，

引き続き教鞭をとられた。

　先生の専門は微分幾何学で，局所理論から大域理

論へという世界的な研究の流れの中で，射影微分幾

何学，ホロノミー群，連続変換群の群空間等の研究

で顕著な成果を挙げられた。教育の面では新制大学

の発足に伴う，旧教養課程の数学カリキュラムの編

成，改善に尽力されるとともに，各種の教科書・参

考書の執筆により数学教育に貢献された。

　これら一連の功績により平成２年１１月勲二等瑞宝

章を受けられた。

 　（総合人間学部・人間・環境学研究科）
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�田　宏　名誉教授

　�田　宏先生は，８月６日

逝去された。享年７５。

　先生は，昭和２８年京都大学

工学部工業化学科を卒業，同

大学工学部助手，講師，助教

授を経て，同４７年教授に就任，

工業化学科工業物理化学講座を担任された。平成３

年停年により退官され，京都大学名誉教授の称号を

受けられた。

　先生は，我が国の写真感光理論の先導者として多

くの優れた研究業績を残されるとともに，我が国に

おける写真工業の隆盛を担った多数の人材を育てら

れた。さらに半導体光化学，高分子金属塩の光化学

及び色素凝集体の光化学等，広く不均一光化学の分

野を統合して固体表面光化学という新しい学問分野

を創設され，この分野の発展に先駆的かつ指導的な

役割を果たされた。学外においては（社）日本写真

学会副会長，同西部支部長の他，永年にわたり同学

会の運営委員，理事，さらには光化学協会役員，日

本学術振興会の委員を歴任され，関連学協会の発展

や後進の育成に多大な貢献をされた。

　これら先生の優れた研究業績や功績は国内外で高

く評価され，（社）日本写真学会技術賞，同功績賞

ならびに同名誉賞，アメリカ画像科学・技術協会論

文賞，同フェローシップ賞など数多くの賞を受賞さ

れた。

 　（大学院工学研究科）

安藤　貞一　名誉教授

　安藤貞一先生は，７月２６日

逝去された。享年８０。

　先生は，昭和２０年京都帝国

大学工学部工業化学科を卒業，

同大学大学院で学ばれた後，

京都大学工学部助手，同講師，

同助教授を経て，同５０年教授に就任，工業化学科工

業分析化学講座を担任された。昭和６１年停年により

退官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。

この間，昭和５８年より同６０年まで環境保全センター

長として，その管理運営に貢献された。

　本学退官後は，昭和６２年より平成１０年まで岡山商

科大学商学部教授を務められ，同大学名誉教授の称

号を受けられた。

　先生は，工業分析化学，特にクロマトグラフィー

分野で配位子交換クロマトグラフィーやミセル動電

クロマトグラフィーなどの新規分離手法を開発され，

優れた研究業績を残された。また，有機フッ素化学

分野においては，わが国における同分野の創生期か

ら幅広く研究を行われ，数々の新規合成法を確立さ

れるなど独創性の高い研究業績を残された。さらに，

品質管理分野においても，活溌な執筆活動を通じて，

わが国の工業界における品質管理の普及と発展に多

大の貢献をされ，昭和４２年日経品質管理文献賞，昭

和４６年デミング賞本賞を受賞された。昭和５１年に第

８回フッ素化学国際会議事務局長を，また昭和５１年

より同５３年および同６１年より同６３年に日本品質管理

学会理事を務められた。

　これら一連の研究教育活動ならびに学界活動にお

ける業績に対して，平成１１年４月勲三等旭日中綬章

を受けられた。

 （大学院工学研究科）
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資料

平成１４年度歳入・歳出決算額及び対前年度比較調

平成１４年度予備的経費配分実績

（校　　費）

金　　額　区　　　　　分金　　額　区　　　　　分
３６,４８７� 入 学 試 験 経 費２８３,６５１１．予　　　　算　　　　額

１３８,８７４� 本 部 運 営 費２６７,２７９当　 初　 財　 源
４５,３９５� 管 理 運 営 費１６,３７２欠員充員分より繰入
３１,３９５庁舎等管理運営費２８３,６５１２．配　　　　分　　　　額
１４,０００施 設 等 整 備２４,６５０� 継 年 的 補 足 経 費

３８,２４５� 教 育 研 究 経 費
２,３０６教育研究用図書整備

３５,９３９教育研究用事業費

（職員旅費）

金　　額　区　　　　　分金　　額　区　　　　　分
６,７９３２．配　　　　分　　　　額６,７９３１．予　　　　算　　　　額
５,９９１� 特 別 事 業 旅 費２,７２６当　 初　 財　 源
８０２� 入 学 試 験 経 費４,０６７欠員充員分より繰入

千円千円

千円 千円

（文部科学省所管国立学校特別会計）
増△減率比較増△減額平成１３年度決算額平成１４年度決算額　区　　　　　分

％円円円　歳　　入
△０.４５△９８,９８７,９８０２１,８４１,５６０,０４６２１,７４２,５７２,０６６附 属 病 院 収 入

３.４９３９７,６３８,２５０１１,３８１,９９３,８００１１,７７９,６３２,０５０授業料及入学検定料
８８４.７９２２４,２４１,２００２５,３４４,０００２４９,５８５,２００学 校 財 産 処 分 収 入
２９.２５１,６９７,３２１,５１１５,８０３,７３２,９８５７,５０１,０５４,４９６産学連携等研究収入
４７.８３１,６７３,９５１,５３２３,５００,１０４,８９０５,１７４,０５６,４２２雑 収 入
９.１５３,８９４,１６４,５１３４２,５５２,７３５,７２１４６,４４６,９００,２３４合　　　　　　計

　歳　　出
１.４２７８４,０８１,４５２５５,３２３,９７７,６５９５６,１０８,０５９,１１１国　 立　 学　 校

△２.２８△８２７,９６０,０５５３６,３５５,７５７,９８９３５,５２７,７９７,９３４人 件 費
８.５１,６１２,０４１,５０７１８,９６８,２１９,６７０２０,５８０,２６１,１７７物 件 費

△３.４５△８４２,７７３,４２０２４,４１７,５３８,７０６２３,５７４,７６５,２８６大 学 附 属 病 院
△０.３５△３３,０７６,９１１９,３６０,５１９,５０１９,３２７,４４２,５９０人 件 費
△５.３８△８０９,６９６,５０９１５,０５７,０１９,２０５１４,２４７,３２２,６９６物 件 費
△４.３３△６３７,５１１,９２９１４,７３２,８１０,９０７１４,０９５,２９８,９７８研　 究　 所
△６.２４△５４０,２４７,３３３８,６５２,３７６,０８９８,１１２,１２８,７５６人 件 費
△１.６０△９７,２６４,５９６６,０８０,４３４,８１８５,９８３,１７０,２２２物 件 費

産 学 連 携 等 研 究 費
２６.０７１,４７１,９３５,５７７５,６４６,０６２,５９６７,１１７,９９８,１７３物 件 費

△１９.０７△４,１８９,０１５,４７５２１,９７１,５８２,０３５１７,７８２,５６６,５６０施 設 整 備 費
△９４.６３△２,５８６,９３２,０００２,７３３,５９８,０００１４６,６６６,０００物 件 費
△８.３３△１,６０２,０８３,４７５１９,２３７,９８４,０３５１７,６３５,９００,５６０施 設 費

１１３２.０７１０,０６８,２９１,８５０８８９,３７０,８８０１０,９５７,６６２,７３０改革推進公共投資施設整備費
－２,４５４,９２３,００００２,４５４,９２３,０００物 件 費

８５６.０４７,６１３,３６８,８５０８８９,３７０,８８０８,５０２,７３９,７３０施 設 費
５.４１６,６５５,００８,０５５１２２,９８１,３４２,７８３１２９,６３６,３５０,８３８合　 　 　 計

△２.５８△１,４０１,２８４,２９９５４,３６８,６５３,５７９５２,９６７,３６９,２８０人 件 費
４.２２２,０４５,００６,９７９４８,４８５,３３４,２８９５０,５３０,３４１,２６８物 件 費

２９.８７６,０１１,２８５,３７５２０,１２７,３５４,９１５２６,１３８,６４０,２９０施 設 費

※平成１３年度予算補正２号限り

※
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公開講座

１．日　　　　時：９月３０日（火）　１３：００～１７：００

２．場　　　　所：京大会館１０１号室（京都市左京区吉田河原町１５－９　TEL  ７５１－８３１１）

３．演題及び講師：

　　生体防御因子チオレドキシンによる探索医療 医学部附属病院探索医療研究センター　中村　　肇　

　　HIV の耐性発現の分子機構と侵入阻害剤 熊本大学大学院医学薬学研究部　満屋　裕明　

　　ヒストンメチル化修飾と転写制御 ウイルス研究所　眞貝　洋一　

　　Mono-allelic expression of the murine odorant receptor genes

 東京大学大学院理学系研究科　坂野　　仁　

４．受　 講 　料：無料（申込不要）

５．問い合わせ先：ウイルス研究所庶務掛　TEL  ７５１－４００３

　　　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　http://www.virus.kyoto-u.ac.jp/virus-public.html

ウイルス研究所学術講演会

１．日　　　　時：１０月４日（土）１４：３０～１６：１０

２．場　　　　所：宇治キャンパス　化学研究所共同研究棟大セミナー室

　　　　　　　　　※「宇治キャンパス公開２００３」と同期日開催

３．演題及び講師：

　　　「生物の体温：分子生物学からのアプローチ」　　　　　　教　授　　梅田　真郷

　　　「有機合成化学者の役割：新しい分子を創る」　　　　　　教　授　　玉尾　皓平

４．対　　　　象：学生、一般不問

５．受　 講 　料：無料（申込不要）

６．問い合わせ先：宇治地区事務部研究協力課研究協力掛　TEL  ０７７４－３８－３３５３

　　　　　　　　　　E-mail : kenkyo@uji.kyoto-u.ac.jp 

　　　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　http://molbio.kuicr.kyoto-u.ac.jp/koukai.htm

第１０回化学研究所公開講演会
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１．日　　　　時：１１月１日（土）及び１１月２日（日）の２日間

２．場　　　　所：農学研究科附属農場　本館　２階　講義室（高槻市八丁畷町１２－１）

３．演題及び講師：

　　　１１月１日（土）

　　　　１０：００～１２：００

　　　　　「温暖化と日本のイネ」　　　　　　　　　農学研究科附属農場助手　　松井　　勤　

　　　　１３：３０～１５：３０

　　　　　「植物の自家受精を防ぐ仕組み」　　　　　農学研究科附属農場助手　　羽生　　剛　

　　　１１月２日（日）

　　　　１０：００～１２：００

　　　　　「植物の形にみられる規則性」　　　　　　農学研究科附属農場助手　　札埜　高志　

　　　　１３：３０～１５：３０

　　　　　「動く遺伝子と生物の進化」　　　　　　　農学研究科助教授　　　　　奥本　　裕　　

４．定　　　　員：各日４０名（応募多数の時は抽選になります）

５．参 加 費 用：無料

６．申 込 方 法：往復葉書で下記の問い合わせ先に郵便番号・住所・氏名・電話番号（昼間連絡可能なも

の）・ファックス番号・希望の講演日・男女・年齢を記入のうえ，申し込んでください。な

お，昼食は各自でご用意ください。

　　　　　　　　　１０月１７日（金）申込締め切り（必着）。

　　　　　　　　　可否は１０月２３日（木）以後葉書で連絡します。

７．問い合わせ先：京都大学大学院農学研究科附属農場事務室

　　　　　　　　　　〒５６９－００９６　高槻市八丁畷町１２－１

　　　　　　　　　　TEL  ０７２－６８５－０１３４　FAX  ０７２－６８３－１５３２

　　　　　　　　　詳細は農学研究科附属農場ホームページをご覧下さい。

　　　　　　　　　　http://www.adm.kyoto-u.ac.jp/farm/

農学研究科附属農場創立７５周年記念第７回公開講座
　「附属農場における研究の最先端」
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お知らせ

総合展示

　日　　時：１０月３日（金）　１３：００～１６：３０

　　　　　　１０月４日（土）　９：３０～１６：３０

　場　　所：化学研究所　共同研究棟１階　　

公開ラボ

　日　　時：１０月３日（金）　１３：００～１６：３０

　　　　　　１０月４日（土）　９：３０～１６：３０

　場　　所：宇治キャンパス内の各研究所・センター・研究科の施設及び

　　　　　　防災研究所宇治川オープンラボラトリー

　備　　考：公開の日時は，プログラムにより確認願います。

公開講演会

　日　　時：１０月４日（土）１０：００～１２：００

　場　　所：化学研究所　共同研究棟１階大セミナー室

　定　　員：２５０名

　参加費用：無料

　　「生命の理解を目指す情報科学～バイオインフォマティクス～」 化学研究所　助教授　五斗　　進　

　　「コンピュータでみる地図―地理情報システム（ＧＩＳ）」 防災研究所　助　手　畑山　満則　

　　「計算が拓く宇宙科学の明日」 宙空電波科学研究センター　教　授　大村　善治　

主　　　　催　京都大学宇治キャンパス公開２００３実行委員会

問い合わせ先　宇治地区事務部研究協力課研究協力掛

             　　　　 E-mail : kenkyo@uji.kyoto-u.ac.jp   TEL：０７７４－３８－３３５３  FAX：０７７４－３８－３３９９

　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください

　　　　　　　　http://www.uji.kyoto-u.ac.jp/open-campus/open-campus.htm

宇治キャンパス公開２００３
　―人類の生存基盤を探求する情報科学―
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１．日　　　　時：１０月４日（土）１３：００～１７：００

２．場　　　　所：国立京都国際会館　アネックスホール

３．プ ロ グ ラ ム：基調講演「グローバル化に翻弄される途上国農業」

  駐ザンビア日本大使・前東京大学大学院教授　石　　弘之　

　　　　　　　　　「アジア・アフリカの天水田・焼畑稲作の村でのフィールド研究から」

 教　授　堀江　　武　

　　　　　　　　　「エコ・フレンドリーな食料生産とはいったい何か ?」  教　授　小崎　　隆　

　　　　　　　　　「薄く不安定な世界のコメ市場とコメ政策のあり方」 教　授　辻井　　博　

　　　　　　　　　パネルディスカッション

４．参 加 費 用：無料

５．問い合わせ先：農学部等総務課庶務掛　TEL  ７５３－６００４

　　　　　　　　　詳細は農学研究科ホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　http://www.kais.kyoto-u.ac.jp/kais_jap/80symposium/index.htm

農学部創立８０周年記念シンポジウム
　｢人類の未来と農学の可能性 ｣　―世界のフィールドから―

１．日　　　　時：１１月２２日（土）１０：００～１５：００（雨天決行）

２．場　　　　所：フィールド科学教育研究センター上賀茂試験地（京都市北区上賀茂本山２）

３．定　　　　員：５０人（申込多数の場合は抽選）

４．参 加 費 用：無料

５．申 込 方 法：往復はがきに住所，氏名，年齢，電話番号を記入の上，お送りください。

６．申 込 締 切 日：１０月２４日（金）《必着》

７．問い合わせ先：京都大学フィールド科学教育研究センター上賀茂試験地

　　　　　　　　　　TEL：７８１－２４０４　FAX：７２３－１２６２

　　　　　　　　　　E-mail : kamigamo@kais.kyoto-u.ac.jp

　　　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/kami/

フィールド科学教育研究センター上賀茂試験地
　一般公開自然観察会「晩秋の里山を楽しもう」
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編集後記
　この春から京大広報の編集に携わらせて頂いている。偶然ではあるがこれに加え，今年は私が所属す

る部局の親睦団体の雑誌部で会誌の編集を，また私的なことで恐縮だが，町内の自治会で会報の編集を

行うことになり妙に編集づいている。こういった編集には，締切りというものが付きまとう。「京大広

報」でも「・・・先生からはすでに原稿をいただいている。」というと安堵感が広がる。私自身会誌の

原稿を依頼して，それが締切りまでの期日が余りない場合でも，ちゃんと原稿を返していただける人は

神様のように見える。一方，かなりの時間的余裕があるにもかかわらず，原稿が返ってこないときもあ

る。その時は，「忙しくて忘れているのだろうか？」，それとも「もしかして，締切り破りの常習者で

は？」など，執筆者の顔を思い浮かべながら勝手なことを想像してしまう。いずれにせよ，督促のメー

ルなりをするわけだが，このタイミングというのが結構難しい。締切日の翌日にすぐというのは，特に

目上の方やえらい方の場合，いささかやりにくい。そこで私の場合，特に理由はないが締切り後 3 日を

目安にやんわりと督促をお願いしている。実を言うと，この「編集後記」も締め切りを過ぎている。そ

ろそろ督促が来るのではないかと思った矢先，新着メールのお知らせ。やはり担当からの督促メールで

あった。日曜を挟んではいるものの，なんと締切りの 5 日後であった。「担当の皆さん，どうも申し訳あ

りませんでした。」 （飯田記）

　原子炉実験所では，平成１５年度下半期分の学術公開（施設公開）を以下のとおり実施します。

１．日　　　　時：平成１５年１０月６日（月） 

　　　　　　　　　　　　　１１月１０日（月） 　　時間は各日とも 

　　　　　　　　　　　　　１２月１日（月） 　　１３：００～１６：００ 

　　　　　　　　　平成１６年１月５日（月）　　  

　　　　　　　　　　　　　２月２日（月）　　  

　　　　　　　　　　　　　３月１日（月）

２．申 込 方 法：希望日の前々週の水曜日までに団体名，人数，責任者及び連絡先をご記入のうえお申し込

みください。   

　　　　　　　　　（郵送，FAX，E － mail，いずれも可）

３．問い合わせ先：〒５９０－０４９４　大阪府泉南郡熊取町野田

　　　　　　　　　京都大学原子炉実験所 総務課庶務掛

　　　　　　　　　　　　　TEL：０７２４－５１－２３１０　FAX：０７２４－５１－２６００

　　　　　　　　　　　　　E-mail : shomu@rri.kyoto-u.ac.jp

　　　　　　　　　　　　詳細はホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　http://www-j.rri.kyoto-u.ac.jp/koukai/g_kokai.htm

平成１５年度原子炉実験所学術公開日について


